
　ある家庭で父親と５歳の子どもの間で、次のようなできごと
がありました。
　日曜日の朝、人の悪口を言ったことで、父親が子どもを叱っ
た時の話です。その時、子どもは泣かなかったのですが、父親は、
きつく叱りすぎたかなぁと気になって、食事をしている子ども
の様子をそっとのぞいてみました。
　すると、いつもは食べることも忘れて遊んでいるわが子が、
今朝は険しい顔をして黙々と朝ごはんを食べているのです。
　これはと思って、「今、気持ちがもやもやしてるのとちがう？」
と聞いてみると、一瞬、間を置いた後、突然せきを切ったよう
に大声で泣き出したのです。
　どうやら、自分でも悪いことをしたと思っていたところを、
きつく叱られたものですから、自分の気持ちの整理がつかなかっ
たようでした。そのため、自分でも「もやもや」したすっきり
しない気持ちを必死でこらえていたのでした。
　その様子を見て、「父ちゃん怒りすぎたな。ごめんな。」と言っ

たところ、泣きじゃくりながらもわが子が「僕が悪かったから
いいの。」と言ったのです。
　この言葉を聞き、いつの間にか心身ともに成長しているわが
子に気づかされ、うれしく思いました。と同時に、子どもなり
に自分を責めていた気持ちに気づくことができなかった親であ
る自分を反省しました。
　今まであまり意識していなかったのですが、子どもの気持ち
について考えさせられたできごとでした。
　「親の心子知らず」という言葉がありますが、この家庭の話を
聞いた時、逆に私たち大人は子どもの気持ちをどれだけ受けと
められているのか考えさせられます。
　「子の心親知らず」にならないためにも、普段から大人から子
どもへ素直な気持ちを伝えることを大切にしたいものです。
　そして、見えないけれども「信頼」という太い絆をつくって
いきましょう。

人が輝く人権教育「もやもやしてる？」人が輝く人権教育「もやもやしてる？」シリーズ
人権教育
シリーズ
人権教育

　本校は、県内唯一の視覚障害教育（弱視教育・盲教育）を専門とする特別支援学校
です。幼稚部・小学部・中学部・高等部・専攻科（保健理療科・理療科）があり、学
習指導要領に準じた教育を行なっています。

　学齢期の子どもたちへの教育相談はもちろ
ん、乳幼児期からの保育相談も行っています。
また、成人からの視力障害のある人たちにも各
種相談、専攻科への入学相談を行っています。

　本校は、97年の歴史と伝統を誇る湖北の全日制課程普通科高等学校です。学習・学校行事・
部活動の3つにバランスよく取り組み、活気ある高校生活を過ごすことにより、自立・自主の精
神を培い、人格陶冶をめざし、社会に貢献できる人材の育成につとめています。

・相当数の児童が漢字の読み書き等の学習内容をおおむね理
解していると考えられます。
・話し方や聞き方に関する知識の理解や与えられた条件に即
して書き換えることに課題があります。
・計算技能の定着が見られます。
・計算の意味を理解して計算することや、必要な情報を取り
出し説明することに課題があります。

・国語Ａ、算数Ａについて、相当数の児童が今回出題している学習内
容をおおむね理解していると考えられます。
・国語Ｂ、算数Ｂについて、知識・技能を活用する力に課題があります。

　滋賀県（公立）の平均正答率（下表）を見ると、小学校・中
学校とも全国（公立）の平均正答率の前後5％の範囲内にあ
り、ほぼ全国並みと言えます。

・国語Ａについて、相当数の児童生徒が今回、出題している学習内容
をおおむね理解していると考えられます。
・数学Ａについては、基礎的・基本的な知識・技能を更に身に付けさ
せる必要があります。
・国語Ｂ、算数Ｂについて、知識・技能を活用する力に課題があります。

・相当数の生徒が語句の意味や古典の知識等の学習内容をお
おむね理解していると考えられます。
・伝えたい事柄や自分の考えを明確にして書くことに課題が
あります。
・基礎的な計算や図形の概念はおおむね理解していると考え
られます。
・１次関数のグラフや方程式、確率の意味理解、条件に合う
式を見いだし説明することに課題があります。

　学校行事は、クラス
のメンバーとの一体感
が高まる場であり、団
結力・チームワークの
大切さを学びます。

　生徒は、ほぼ全員が大学への進学を希望しています。
その中でも国公立大学への希望が最も多く、続いて私立
大学の順となっています。このような希望を実現するた
め、きめ細かく徹底した教科指導を行い、学力の伸長を
図っています。また、次の研究を推進しています。

■ 学力向上拠点形成事業（文部科学省研究指定事業）
■ アクティブハイスクール支援事業（滋賀県指定事業）

　『通学合宿』とは、子どもた
ちが地域の自治会館や公民館な
どで、一定期間寝泊まりしなが
ら学校に通う取組です。食事や
洗濯など、自分たちの身の回り
の日常生活に関わることを、地
域の青年や大人の協力を得て、
子どもたち自らが行います。
　子どもたちが自立心を高め、
家族の大切さに気づくことを目
的としています。また、地域の
つながりを強め、親が子育てを
ふりかえる機会にもなります。

　県教育委員会では、多くの保護者が働いている職場において、勤務時間内や勤
務時間後に子育てについての講話を聴いたり、子育てについて語り合ったりする
学習講座を、協定を締結している企業・事業所に協力をいただき開催していま
す。平成19年度は、これまでに7企業・事業所で実施しています。

＊協定制度は、企業・事業所において参観日
など学校行事に参加しやすい職場づくり、
子育てについての講座の開催、中高生の職
場体験受け入れなど子どもの育ちをみんな
で支えあう取組を推進するものです。

　県教育委員会では、授業を充実させて、児童の理科の学習に対する興味・関心を
高めようと小学校5、6年生の理科の授業に理科支援員の派遣を始めました。今回
派遣された理科支援員は、教員や企業のＯＢ、県内の大学生、大学院生などです。
支援員とは別に、特別講師が企業や大学などの研究（ロボットのしくみなど）をわ
かりやすく子どもたちに伝える授業も、学校の求めに応じて行っています。

　県教育委員会では、各学校区において、保護者や地域の方々にスクールガード
（学校安全ボランティア）として、子どもたちの通学路の点検や登下校の見守り
などの安全活動を実施していただいています。

• 理科の授業の補助
• 実験や観察の計画立案や教材の開発
• 実験や観察の準備や後片付け

• 大津市　真野、雄琴、日吉台、逢坂、南郷
• 彦根市　金城
• 長浜市　七尾、びわ北
• 近江八幡市　八幡、金田、馬淵
• 草津市　草津、草津第二、南笠東、常盤
• 守山市　速野　　
• 栗東市　治田、大宝西、大宝東
• 甲賀市　大原
• 野洲市　三上　　　
• 湖南市　石部
• 日野町　必佐

　子どもたちの安全で健
やかな活動場所を確保す
るため、今年度から「放
課後子ども教室推進事業」
がスタートしました。
　放課後や週末等に小学
校の余裕教室等を活用し、
地域の方々の参画を得て、
子どもたちとともにスポ
ーツ・文化活動、地域住
民との交流活動等の取組
を実施しています。

　県教育委員会では、「学校支援ディレクター」を１名配置し、学校を支援してくだ
さる方や団体、機関、企業などの情報を収集し、「総合的な学習の時間で、国際理解
に取り組んでみたい」「理科の授業で楽しく天体の学習がしたい」「温暖化のしくみ
を詳しく知りたい」などの学校の要望を調整して連携授業を行うなど、地域の人々
が学校で活躍できるしくみづくりに取り組んでいます。

「ボランティアについての学習」（米原市立米原中学校）
総合的な学習の時間に公民館におけるボランティ
ア活動を説明し、「自分ができること、やってみ
たいこと」を考える学習をしていただきました。

「星座・月の学習」（東近江市立山上小学校）
理科の時間に館長さんが、工作などを通して、
星座・月に関するお話をしてくださいました。

　高等部の職業課程である理療科で
は、あん摩・指圧、マッサージおよび
はり、灸の資格取得のために、基礎医
学および臨床医学、マッサージ、鍼灸
の実技の学習を行っています。

幼児から成人までの視覚障害のある人の学校
－－県立盲学校（彦根西今町８００）－－

確かな学力をつけて希望進路実現！
－－県立長浜北高等学校（長浜市山階町352）－－

学力向上をめざして

充実した学校行事

高等部の職業課程では
資格取得をめざしています

学校紹介
シリーズ
学校紹介
シリーズ
②

　文武両道のもと、
自分の可能性を信じ
て限界に挑戦しま
す。一度しかない青
春、熱く燃えよう！

自己の限界に挑戦する部活動
大学教授等から直接講義を聴く大学ミニ講座

文化祭（長浜市民会館） ホッケー部（近畿大会）

マッサージの実技講習

授業後、点字タイプライターや音声の
出るパソコンでノート作成

平成19年度 全国学力・学習状況調査の結果の概要をお知らせします
今回の調査概要は？ 調査結果からみられる課題例

調査結果は？

具
体
的
な
課
題
等

調査問題・正答例については、すべて文部科学省のホームページに
掲載されています。（http://www.mext.go.jp/）

● 小学校 国語のＢから

● 小学校 算数のＡ・Ｂから

推進フォーラム2007 （11月 1日（木）びわ湖ホール）  多くのご参加ありがとうございました！ 「滋賀教育月間」（10月・11月） 
「滋賀 教育の日」を中心にさまざまな行事が行われました。

・爪　惣二（近江八幡市教育委員会委員長）
・重高敏和（前野洲市教育委員会委員長・元中主町教育委員会教育長）
・藤居富造（前愛荘町教育委員会委員・元愛知川町教育委員会委員長）
・小江義美（湖北町教育委員会委員長）
・武友紀男（余呉町教育委員会委員・前余呉町教育委員会委員長）
・山元義清（元湖南市（石部町）教育委員会事務局課長）
・池元正一（県立甲西高等学校業務員）
・西島和義（県立伊香高等学校業務員）                                    
・桂田瑞穂（公立学校学校医）
・三浦千惠（社団法人ガールスカウト日本連盟滋賀県第35団団委員長）

注意注意 大切ないのちをまもるために5つのやくそく大切ないのちをまもるために5つのやくそく

学校、家庭、地域、企業・事務所が連携した取組が広がっています！学校、家庭、地域、企業・事務所が連携した取組が広がっています！
多くの人たちが子どもたちの育ちに関わって支援していただいています！

五個荘てんびんの里ふれあい通学合宿（4泊5日）での夕食づくり

たかつき放課後こども教室（毎週火・木曜日15時～18時）での自主学習

近江八幡市立総合医療センター
「みんなで子育て心育て」　
講師　今関信子氏（児童文学作家）

実験の授業を補助する理科支援員

通学路安全確認
（子ども１１０番箇所確認）

米原公民館による学習支援 ダイニックアストロパーク天究館による学習支援

地域が支える「通学合宿」（14市町34箇所で実施）家庭の教育に企業の力を！滋賀県家庭教育協力企業協定制度

「理科支援員」が授業を支援

地域ぐるみで子どもを事件から守る！ 

スクールガード ２６,６４２人（平成19年11月末現在登録人数）

理科支援員配置校（小学校）

支援の内容

• 登下校時における安全確保
   のためのパトロール
• 通学路の安全点検
• 校内の安全パトロール

その他各地域の実情に応じた
取り組みが進められています。

スクールガードの主な活動

６34社（平成19年11月末現在）の企業・事業所と協定を締結しています

地域の協力による「放課後子ども教室」（7市町30教室で実施）

地域の力を学校へ！

つうがくろで
さがしてみよう

あぶないときに
たすけてもらえる
おみせやおうち

子ども110ばん

 しらないひとについていかない！
 くるまにはぜったいのらない！
 おおごえをだそう！
 すぐににげる！
 こうばんやきんじょのいえにしらせる！

い か
　 の
　 お
　 す
　 し

・西村佳子（大津市立真野幼稚園教諭）
・栗東市立治田西小学校心そだて部
・甲賀市立佐山小学校
・高島市立マキノ東小学校
・岡田節子（彦根市立稲枝東小学校教諭）

・橘憲照（草津市立草津第二小学校教諭）
・久米央也（守山市立立入が丘小学校教諭）
・大津市立葛川中学校
・草津市立松原中学校
・小川淳三（長浜市立東中学校教諭）

・木田幹人（甲賀市立甲南中学校教諭）
・山本祐司（甲良町立甲良中学校教諭）
・県立虎姫高等学校理科教員グループ
・県立伊香高等学校生徒指導課および生徒会
・高松太（県立北大津高等学校教諭）
・鈴木真由美（県立彦根東高等学校教諭）

・西嶋達人（県立彦根翔陽高等学校教諭）
・県立盲学校専攻科
・西川眞治（県立草津養護学校教諭）
・子どもの美術教育をサポートする会
・東近江市能登川地区地域教育協議会
・ダイニックアストロパーク天究館

小野田教授の代表的著作「悲鳴をあげる学校」【メッセー
ジ入り著書】を３名様にプレゼントします。応募方法
は最終ページのプレゼントコーナーをご覧ください。

昨今、さまざまな要求が学校に持ち込まれ
ていますが、学校は過剰に防衛するのでは
なく、話し合いを通じて保護者や地域と良
い関係を結んで欲しいと語られました。

大津市内6幼稚園の園児による歌と手遊びの発表 親子ふれあいデー（大津市立日吉台幼稚園）

本校出身のプロゴルファーによる講演
「～骨髄移植を乗り越えて～」（県立能登川高等学校）

家庭教育協力企業と児童たちが
遊具の塗装補修（彦根市立平田小学校）大津市立中央小学校3年生

教育功労者、優秀教育実践表彰

能登川地区地域教育協議会「顔と名前が一致するまちづくり」

活動発表／大津祭物語

オープニング

記念式典／優秀教育実践
発表

平成19年度滋賀県教育功労者表彰受賞者（敬称略） 「子どものために手をつなぐ ～学校・地域・そして保護者はどうあるべきか～」
大阪大学大学院人間科学研究科
小野田正利教授

★プレゼント

平成19年度滋賀県優秀教育実践表彰受賞者（敬称略）

記念式典／表彰

各教育委員会、学校が児童生徒の学習状況
を把握・分析し、教育および教育施策の成
果と課題を検証し、その改善を図ります。

県内公立小学校６年生全員・中学校３年生全員

①教科に関する調査（国語、算数・数学）
　・主として「知識」に関する調査（Ａ問題）
　・主として「活用」に関する調査（Ｂ問題）
②生活環境や学習環境等に関する質問紙調査
　・児童生徒に対する調査
　・学校に対する調査

調査目的

調査の対象学年

実施の内容

平成19年4月24日（火）調査実施日

教科に関する調査結果の概要

【平均正答率】
　　　  国　　語
 Ａ「知識」
８０．６％
８０．８％

　　　 算数・数学
Ａ「知識」
８０．５％
７２．５％

Ｂ「活用」
６２．１％
５８．８％

Ｂ「活用」
６０．０％ 
６９．０％

教 科 等

小 学 校
中 学 校

【
算
数
Ａ
】

【
算
数
Ｂ
】

主な誤答
　中央公園（平行四辺形）の面積
を「底辺×斜辺」で求めている

無
解
答
率
が
高
く
、
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料
の
中
か
ら
必
要
な
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柄
を
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し
て
、

書
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記
事

と
し
て
具
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的
に
書
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ま
と
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る
力
に
課
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小
学
校

中
学
校

祖父母学級（高島市立マキノ南小学校）

　働いている（看護師という不規則な勤
務）から子育てには不安がいっぱいで
す。だからこそ、自分の生き方を確認す
る意味でも、お話を聞かせていただく意
味があると思います。頑張っている私た
ちに、誰かに「大丈夫だよ」と言ってほ
しいものです。
　今関先生のお話は、感情豊かに気持ち
を込めて、私たち、働く母を応援してい
ただきました。最後の「空気が育てる」
というところで、感動で涙が出てきまし
た。（40代・女性）

…… 参加者の声 ……

● 受賞者の功績・実践概要等は電子版「教育しが」ホームページ（http：//www.pref.shiga.jp/edu/pr/）で紹介しています。

正答例　
式  4×6＝24　答え 24cm2

正答例　東公園の方が広い。
（わけ）
東公園の面積は
100×110＝11000m2になる。
中央公園の面積は
70×150＝10500m2になる。
だから、東公園の方が面積が広い。

講　演

児童の下校時の見守り

企業内家庭教育学習講座取組事例

正答率：滋賀県（公立）17.1％正答率：滋賀県（公立）94.8％

正 答 率：滋賀県（公立）48.3％　
無解答率：滋賀県（公立）14.7％

正 答 率：滋賀県（公立）71.7％　
無解答率：滋賀県（公立）13.3％

小
学
校

中
学
校

国 

語

算 

数

国 

語

算 

数

与えられた数値で面積を求められるが、必要な情報を取り出して面積を比較し、説明することが課題となっています。


